
LAC DEFLORATUM／サンカラン 

 

 Lac-d.は牛の脱脂粉乳から調製され、実際このレメディはその最も深い部分を表して

いるように思われる。 

私が指揮した Lac-d.のプルーヴィングでは以下のようなテーマが表れてきた。  

 

―The need to belong to the community：コミュニティに属することを求める。  

―The fear of being rejected by the community：共同体から拒絶されることを恐れ

る  

―The feeling of being forsaking：見捨てられた感じ  

―The feeling of being separated from the mother：母親から分離されている感じ  

―The need to be attractive：なにかに魅了されることを求める  

―The tremendous sense of injustice：不公平であるという強い感覚  

―The need to bear a lot of suffering：たくさんの苦しみを我慢しようとする  

―Cares for and by the mother：母親に対する気遣いと母親から気遣われること  

―Fears and dreams of being pursued, of being beaten：なにかに追いかけられたり

撲たれるという夢。  

 

私が経験した Lac-d.のケースでは、どちらかといえばマイルドで優しいがしかし非常

に活発で人を魅了しようとする傾向がみられた。 

おしゃべりであり、活き活きと話し、表情豊かで鮮烈な印象がある。 

共同体のためになにかをたくさんやらなければならないと感じており、その共同体に受

け入れてもらうためには身体を使ってとてつもなく働かなければならないと感じてい

る。 

そしてまた、自分を殴りつけ罵倒する浮気性の夫との関係に黙って 耐えなければなら

ないと思い、受け入れてもらうために自分の仕事をやり続けなければならないと感じて

いる。 

大切な人の喪失、とくに母親を失ったというテーマや、早いうちに 母親と引き離された

養子の子供というテーマがあり、そして見捨てられたと感じている。  

共同体内での婚姻というのもまた Lac-d.のテーマであり、共同体にあえて逆らおうと

する 人である。 

ここに二重のフィーリングがみられる。ひとつは共同体によって見捨てられる ことへ

の恐怖であり、もうひとつは自分独自の欲求と意志である。  

また汚いというフィーリングもみられる（これはアニマルレメディに共通するものであ

る）。 閉鎖した空間を恐れる。 

たとえばトイレに閉じこめられることを恐れる。 

また自殺を考える。 

Lac-d.の夢は（臨床的に観察されたもの）以下のようなものである。  

―Dreams of animals：動物の夢。  

―Dreams of snakes：蛇の夢。  

―Dreams of being pursued：追いかけられる夢。  

―Dreams of being separated from friends：友人から隔てられているという夢。  



―Dreams of being beaten：ぶたれる夢。  

身体症状 しばしばミルクへの強い欲求やミルク不耐症がみられている。 

母乳の少ない乳房に対する愛着、生理前の乳房のかゆみ、肥満。  

ルブリクス  

―Delusion, all her friends are dead and she must go to a convent：友人が全員

死んで いて、自分は修道院に行かなければならないという妄想。 

―Forsaken feeling：見捨てられた感じ。  

―Irresolution：優柔不断。  

―Suicidal disposition：自殺傾向。 


